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平
成
八
年
度
法
事
年
回
表

　
　
　
一
周
忌
　
　
平
成
七
年
に
亡
く
な
ら
れ
た
方

　
　
　
三
回
忌
　
　
平
成
六
年
に
亡
く
な
ら
れ
た
方

　
　
　
七
回
忌
　
　
平
成
二
年

　
　
十
三
回
忌
　
　
昭
和
五
十
九
年

　
　
十
七
回
忌
　
　
昭
和
五
十
五
年

　
二
十
五
回
忌
　
　
昭
和
四
十
七
年

　
三
十
三
回
忌
　
　
昭
和
三
十
九
年

　
　
五
十
回
忌
　
　
昭
和
二
十
二
年

　
　
　
　
詳
細
は
本
堂
に
掲
示
し
て
い
ま
す
。

                   

念
仏
講

　
法
然
上
人
の
御
命
日
に
寺
の
本
堂
に
て
お
経
を
あ
げ
念
仏

を
唱
え
て
上
人
を
忍
ぶ
と
と
も
に
、
お
念
仏
に
精
進
さ
せ
て

い
た
だ
く
講
中
で
、
浄
土
宗
の
寺
院
で
は
古
く
か
ら
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
毎
月
二
十
五
日
午
前
十
一
時
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
変
更
の
場
合
あ
り
）

　
　
　
　
十
四
日
会

　
毎
月
十
四
日
（
八
月
は
お
休
み
）
午
後
七
時
よ
り

本
堂
に
て
お
経
の
練
習
と
お
念
仏
の
会
で
す
。

　
十
四
日
会
は
浄
土
宗
開
宗
の
日
（
三
月
十
四
日
）と
善
導
大

師
の
御
命
日
（
三
月
十
四
日
）
に
ち
な
ん
で
行
っ
て
お
り
ま

す
。…

…
…
…
…
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香
林

おしゃかさまのお誕生日をお祝いする

花まつり稚児募集ご案内
おしゃかさまのお生まれになられた日を

お祝いいたしましょう。
つぎのように　およろこびの行事をします。

記

1. と　き　　4月 3日（水）　午後 1時集合
2.ところ　　花まつり式典会場御井町永福寺
3.稚児行列　バスで市内一巡後、サンロード
　　　　　　あけぼの、一番街にて行道
4.甘茶接待　永福寺、サンロード、あけぼの
　　　　一番街（どなたでも受けられます）
5. 申込金　　稚児 1名　3.000 円
　　　　　　（貸衣装代と付き添い1名の
　　　　　　貸切バス、記念品代を含む）

主　催　久留米市仏教会
花まつり事務所御井町永福寺（TEL43-4904)

無量寺に申込書があります。

申込締切　3月 25 日

　

あなたに贈るラジオ放送番組
浄土宗の時間　　平成 8年 3月分
九州毎日放送 AM6:30̃ 　毎日放送　　　AM5:35̃

文化放送　　AM5:35̃ 　中部日本放送　AM6:05̃

第 1 週　3日　（日）
「生かされていきる」　奈良如来寺住職　的場　俊雄
第 2週　10 日（日）
「拠りどころ」　　　　奈良如来寺住職　的場　俊雄
第 3週　17 日（日）
「おーい、おしょうさん」　熊本西往院　浜田　智海
第 4週　24 日（日）
「育つ、T君の場合」　　　熊本西往院　浜田　智海
第 5週　31日（日）　　　仏教大学制作番組

めぐり逢った人　平成 8年 3月分
長崎放送　AM8:30̃ 　　山口放送 AM8:45̃

  3 日（日）歌手　　　　　　 日吉　ミミ
10 日（日）ｲﾍﾞﾝﾄﾌﾟﾛﾃﾞﾕｰｻｰ　 本木　昭子
17 日（日）ﾌﾟﾛﾃﾞﾕｰｻｰ　　　　合津　直枝
24 日（日）ﾛｰﾏ五輪水泳選手　田中　聡子
31 日（日）作家　　　　　 　村松　友視
　

　
法
然
上
人
の
こ
と
ば

第
四
（
出
世
本
懐
）
御
法
語
よ
り

　
念
仏
往
生
の
誓
願
は
、
平
等
の
慈
悲
に
住
し
て
、
発

し
給
い
た
る
事
な
れ
ば
、
人
を
き
ら
う
こ
と
は
、
候
は

ぬ
な
り
。」
仏
の
御
心
は
、
慈
悲
を
も
っ
て
体
と
す
る

事
に
て
候
う
な
り
。
さ
れ
ば
観
無
量
寿
経
に
は
、
仏
心

と
い
う
は
、
大
慈
悲
こ
れ
な
り
と
説
か
れ
て
候
。」

　
善
導
和
尚
こ
の
文
を
受
け
て
、こ
の
平
等
の
慈
悲
を

も
て
は
、
普
く
一
切
を
摂
す
と
、
釈
し
た
ま
え
り
。
一

切
の
言
、
ひ
ろ
く
し
て
、
も
る
る
人
候
う
べ
か
ら
す
。」

さ
れ
ば
、
念
仏
往
生
の
願
は
、
こ
れ
弥
陀
如
来
の
本
地

の
誓
願
な
り
。余
の
種
々
の
行
は
本
地
の
誓
い
に
あ
ら

ず
。」
釈
迦
も
世
に
出
で
給
う
事
は
、
弥
陀
の
本
願
を
、

説
か
ん
と
思
し
め
す
御
心
に
て
候
え
ど
も
、衆
生
の
機

縁
に
従
い
給
う
日
は
、余
の
種
々
の
行
を
も
説
き
給
う

は
、
こ
れ
随
機
の
法
な
り
。
仏
の
み
づ
か
ら
の
、
御
心

の
底
に
は
候
は
ず
。」
さ
れ
ば
、
念
仏
は
弥
陀
に
も
、
利

生
の
本
願
、
釈
迦
に
も
、
出
世
の
本
懐
な
り
。
余
の

種
々
の
行
に
は
、
似
ず
候
う
也
。」
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浄
土
宗
っ
て
？

宗
祖
　

法
然
上
人
　
源
空
（
一
一
三
三-

一
二
一
二
）

本
尊
　

阿
弥
陀
如
来
一
仏
で
す
が
、観
音
、勢
至
両
菩
薩

を
侍
ら
せ
た
三
尊
形
式
を
安
置
し
ま
す
。

聖
典
　

「
浄
土
三
部
経
」
と
総
称
さ
れ
る
「
仏
説
無
量
寿

経
」「
仏
説
観
無
量
寿
経
」「
仏
説
阿
弥
陀
経
」
の

三
経
を
根
本
経
典
と
し
ま
す
が
、イ
ン
ド
の
高
僧

世
親
に
よ
っ
て
書
か
れ
た「
浄
土
論
」を
も
典
拠

と
し
、
あ
わ
せ
て
「
三
経
一
論
」
と
い
い
ま
す
。

教
義
　

阿
弥
陀
仏
が
建
立
し
た
、す
べ
て
の
衆
生（
し
ゅ

じ
ょ
う
）を
救
う
と
い
う
誓
願
を
信
じ「
南
無
阿

弥
陀
仏
」と
口
で
唱
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、阿
弥

陀
仏
の
西
方
極
楽
浄
土
に
往
生
す
る
、と
い
う
の

が
浄
土
宗
に
お
け
る
根
本
教
義
で
す
。

　
　
　

　日
本
語
の
中
の
仏
教

玄
　
関

　「
玄
妙
な
る
仏
道
に
入
る
関
門
」と
い
う
意
味
で
、特
に

禅
宗
寺
院
で
は
禅
学
入
門
の
第
一
歩
を
し
る
す
場
所
と
し

て
重
ん
じ
ら
れ
た
。

　
今
で
も
、入
門
が
許
さ
れ
る
ま
で
、二
日
で
も
三
日
で

も
式
台（
正
面
入
口
に
客
の
送
迎
の
た
め
に
礼
を
す
る
、

一
段
と
低
く
な
っ
た
板
敷
き
）の
上
に
う
づ
く
ま
っ
て
声

の
か
か
る
の
を
待
つ
初
心
者
雲
水（
修
行
僧
）の
姿
を
見

掛
け
る
大
寺
院
も
あ
る
。

　
そ
れ
ほ
ど
厳
し
い
禅
寺
の
客
殿
に
入
る
門
や
書
院
の
入

口
を
「
玄
関
」
と
呼
ん
だ
の
で
あ
る
が
、
一
般
に
普
及
し

て
、
料
亭
で
も
、
民
家
で
も
、
大
抵
は
玄
関
を
つ
く
る
よ

う
に
な
っ
た
。

法
然
上
人
に
つ
い
て

法
然
上
人
は
比
叡
山
で
修
行
を
さ
れ
ま
し
た
が
、

お
釈
迦
さ
ま
の
説
か
れ
た
一
切
経
を
読
ま
れ
る
う

ち
、四
十
三
才
の
時
念
仏
の
教
え
に
あ
わ
れ
て
感

動
さ
れ
、比
叡
の
山
を
お
り
て
一
般
大
衆
に
念
仏

の
教
え
を
説
か
れ
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
年
と
っ
て
か
ら
暖
ま
り
た
い

　
年
と
っ
て
か
ら
暖
ま
り
た
い

者
は
、

者
は
、

　
若
い
う
ち
に
暖
炉
を
つ
く
っ

　
若
い
う
ち
に
暖
炉
を
つ
く
っ

て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。ド
イ
ツ
の
諺

　
一
六
九
七（
元
禄
十
）年
、東
山
天
皇
か
ら
最
初

の
大
師
号「
円
光
大
師
」、一
七
一
一（
宝
永
八
）年

中
御
門
天
皇
か
ら「
東
漸
大
師
」を
賜
わ
り
ま
す
。

　
以
降
は
五
十
年
毎
に
賜
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
一
七
六
一
（
宝
歴
十
一
）
年
、
桃
園
天
皇
よ
り

「
慧
成
大
師
」
を
一
八
一
一
（
文
化
八
）
年
、
光
格

天
皇
か
ら「
弘
覚
大
師
」を
、一
八
六
一（
万
延
二
）

年
、孝
明
天
皇
か
ら「
慈
覚
大
師
」を
加
諡
さ
れ
ま

し
た
。一
九
一
一（
明
治
四
十
四
）年
に
は
明
治
天

皇
よ
り「
明
照
大
師
」が
、そ
し
て
昭
和
天
皇
か
ら

は
一
九
六
一
（
昭
和
三
十
六
）
年
に
「
和
順
大
師
」

が
お
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
、法
然
上
人
の
み
教
え
の
中
に
」生
き
て

い
こ
う
と
す
る
者
、と
も
に
こ
の
大
い
な
る
遺
徳

を
謝
し
、念
仏
生
活
へ
の
励
み
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

←

　
こ
の
法
然
上
人
の
ご
功
績
は
社
会
に
広
く
認
識
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
、
そ
の
ご
命
日
に
は
一
五
二
四
（
大
永
四
）

年
、時
の
後
柏
原
天
皇
の
勅
命
に
よ
り「
御
忌（
ぎ
ょ
き
）」

を
勤
め
る
よ
う
に
な
り
、毎
年
京
都
の
知
恩
院
で
は
季
節

の
よ
い
四
月
に
十
八
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
盛
大
に
勤
め

ら
れ
、各
地
の
寺
院
で
も
勤
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

元
来「
御
忌
」は
天
皇
や
皇
后
の
御
命
日
に
行
わ
れ
る
法
要

に
限
っ
て
使
わ
れ
て
い
た
も
の
で
す
。　

　
ま
た『
広
辞
苑
』に
は「
浄
土
宗
の
開
祖
法
然
上
人
の
年

忌
を
修
す
る
法
会
」と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　（
御
命
日
は
一
月
二
十
五
日
で
す
が
、明
治
十
年
か
ら
　

は
四
月
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
山
無
量
寺
で
は
一
月
二
十
五
日
に
勤
め
て
い
ま
す
。）

　
ま
た
、そ
の
御
功
績
は
法
然
上
人
に
下
賜
さ
れ
た
大
師

号
か
ら
も
伺
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
大
師
号
と
い
え
ば「
弘
法
大
師
」と
い
わ
れ
る
ほ
ど
、真

言
宗
の
開
祖
空
海
さ
ま
の
専
売
特
許
の
よ
う
に
思
わ
れ
て

い
ま
す
が
、法
然
上
人
は
実
に
七
度
に
わ
た
っ
て
大
師
号

を
た
ま
わ
っ
て
お
ら
れ
る
の
で
す
。

　
大
師
号
は
朝
廷
か
ら
有
徳
の
高
僧
に
賜
わ
る
称
号
で
あ

る
「
大
導
師
」
の
意
味
な
の
で
す
。

　
さ
て
、法
然
上
人
が
賜
わ
っ
た
七
つ
の
大
師
号
は
次
の

通
り
で
す
。


